
 

 

 
 

 

 

１年が実りある年になるよう願いを込め「みずき団子」を飾りましょう。 

小久慈老人クラブ連合会が主催する三世代交流事業。親子で参加して一緒に

ビンゴなどで楽しみませんか。 

１ 期 日 令和５年 1 月 10 日（火）９:30～11:20 

２ 場 所 小久慈市民センター 

３ 対 象 小学生とその保護者等 

４ 内 容 ミズキかざり、ビンゴ（予定） 

５ 参加費 無料 

６ 申込み 令和４年 12 月 26 日（月）までに 

市民センターへ申し込みください。 

７ その他 マスク着用、手指の消毒をお願いします。 

事業で撮影した写真などを市民センターだより等で使用することがあります。 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、餅つきは行いません。 

 

 

 

フェルトと流木を使って、温もりのあるオブジェをつくりませんか。 
全２回で作ります。簡単に作れますので、お気軽にご参加ください。 

日 時 令和５年１月12日（木）10時00～12時00分、②１月19日（木）10時00～12時00分 

場 所 小久慈市民センター２階 研修室 

内 容 フェルトと流木を使ったオブジェの作り方 

対 象 小久慈町民 15 人 

講 師  夏井 ケイ子 氏 

材料費 200 円（当日お持ちください。） 

持ち物 ・手縫い針、はさみ（フェルトを切ります）、定規、糸（何

色でも可）、入れ物（途中段階でできたフェルトの花を

入れるための小さい缶や袋。） 

・お持ちの方は、色鉛筆（青と赤）、ボタン、ビーズ、流木につるす細いひも 

 申込み 1 月６日（金）までに市民センターへ申し込みください 

 

報告 おとどけスポーツ 

12 月８日、児童 32 人の参加でおとどけスポーツを行いまし

た。自分の陣を守り、相手の陣の宝を先に取った方が勝ち、とい

うスポーツ鬼ごっこや、チーム対抗レクなどを行い、みんな夢中

になって取り組みました。 
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参加者募集 フェルトで作る流木オブジェ 

参加者募集！ 小正月行事 

【申込み・お問合せ】 小久慈市民センター 電話：５９－３０５１ FAX：５３－９６６４ 



 
募集 地域おこし協力隊によるスマホ講座 

久慈市に地域おこし協力隊の長門明花（ながかどあんな）さんが着任しました。 
長門さんは、市内の方にスポットをあてて情報発信をすることで、久慈市に訪れるきっかけ

につなげたり、若い世代と高齢者との交流や活性化につながる活動をしたいと考えています。 
まずは、基本的なスマホ操作を教える機会を通して、地域の皆さんとお知り合いになりた

いとのことですので、スマホの操作を教えてほしい方は、どうぞお申し込みください。 
 
期 日：12 月 20 日(火)、１月６日（金）、13 日（金）、17 日(火)、24 日（火）、31 日(火)  
時 間：13：30、14：00、14：30、15：00（１枠 30 分間） 
場 所：小久慈市民センター 
対 象：スマートホンをすでにお持ちの方 
持ち物：ご自分のスマートフォン 
申 込：小久慈市民センターへお申し込みください。基本的に３日前までの申し込みです

が、枠が空いていれば当日でも可。 
１枠あたり ①グループで１組４名まで ②個人で２名まで 
 
 

 

経過報告とお願い各町内会の自主防災組織に向けての取り組み 

小久慈の各町内会では、自主防災組織の設立に向けて市民センターと一緒に話し合いを重
ねています。 
日吉町では防災計画の作成に向けたワークショップを３回開催し、防災計画が形になって 

きました。各町内会でも、引き続き設立に向けてご検討いただくようご協力をお願いします。 
10 月 23 日（日）滝町内会 

11 月６日（日） 秋葉町内会 
11 月 13 日（日）日吉町内会２回目（ワークショップ①） 
11 月 22 日（火）下柏木親友会 
11 月 27 日（日）大沢田町内会 
11 月 27 日（日）日吉町内会３回目（ワークショップ②） 
12 月 10 日（土）下日当町内会２回目（ワークショップ①） 
12 月 11 日（日）日吉町内会４回目（ワークショップ③） 

 
 

報告小久慈老人クラブ連合会視察研修・交流会 
小久慈老人クラブ連合会では、コロナ禍でもなんとか交流の機会

を持ちたいと、寿芸能交流会の代替えとして、12 月６日、46 人の
参加により視察研修・交流会を行いました。 
北山崎では穏やかな天候のもと、参加者は「何十年ぶりに来たか

しら」と元気に階段を上り下りしていて、皆さんの体力に感服させ
られました。 
野田村のだ塩工房では、４日間かけて窯で作られる塩づくりを見

学、「昔は塩の道で４日かけて牛で盛岡まで運び、米一升と塩一升
を交換したこと」を学びました。また、「昔、塩の道を牛をいじめな
がら向かったが、盛岡で死んでしまい、その牛の供養のために作っ
た木彫りの『なでべこ』があり、それをなでると痛いところが治
る」という話を聞き、参加者は「なでべこの背中・腰を撫でたら治

った。」と話していました。 
見学の後はのだ塩でてんぷらを美味しくいただき、参加者は見

て、学んで、楽しんで交流を深めました。 
※ 手指消毒、検温等、コロナ対策を十分講じて実施しました。 


